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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡易な方式で被測定者の状態を早期に判断する
ことが可能な生体情報測定装置を提供する。
【解決手段】生体情報測定装置１は、外気温度を検出す
る温度検出手段１２と、被測定者の脈波を測定する脈波
測定手段１８と、温度検出手段の検出結果と脈波測定手
段の測定結果とに基づいて被測定者の状態を判断する状
態判断手段１４とを備え、状態判断手段は、温度検出手
段により外気温度が低下したことを検出した場合に被測
定者の脈波強度の変化に基づいて被測定者の異常状態を
判断する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外気温度を検出する温度検出手段と、
　被測定者の脈波を測定する脈波測定手段と、
　前記温度検出手段の検出結果と前記脈波測定手段の測定結果とに基づいて前記被測定者
の状態を判断する状態判断手段とを備え、
　前記状態判断手段は、前記温度検出手段により前記外気温度が低下したことを検出した
場合に前記被測定者の脈波強度の変化に基づいて前記被測定者の異常状態を判断する、生
体情報測定装置。
【請求項２】
　前記状態判断手段は、前記温度検出手段により前記外気温度が低下したことを検出した
場合に、前記被測定者の脈波強度が所定値よりも低下するか否かを判断し、前記被測定者
の脈波強度が所定値よりも低下しないと判断した場合に前記被測定者は異常状態と判断す
る、請求項１記載の生体情報測定装置。
【請求項３】
　前記状態判断手段は、所定時間における前記温度検出手段により前記外気温度が所定温
度よりも低下したことを検出した場合に、前記所定時間における前記被測定者の脈波強度
が前記所定値よりも低下するか否かを判断し、前記被測定者の脈波強度が前記所定値より
も低下しないと判断した場合に前記被測定者は異常状態と判断する、請求項１または２記
載の生体情報測定装置。
【請求項４】
　前記状態判断手段の判断結果に基づいて報知する報知手段をさらに備える、請求項１～
３のいずれか１項に記載の生体情報測定装置。
【請求項５】
　外気温度を検出するステップと、
　被測定者の脈波を測定するステップと、
　検出された外気温度および測定された脈波とに基づいて前記被測定者の状態を判断する
ステップとを備え、
　前記被測定者の状態を判断するステップは、前記外気温度が低下したことを検出した場
合に前記被測定者の脈波強度の変化に基づいて前記被測定者の異常状態を判断する、生体
情報測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脈波等の生体信号を測定する生体情報測定装置および生体情報測定方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の健康管理への関心の高まりにより、簡易に脈拍数等の種々の生体情報を測定する
ことが可能な生体情報測定装置が提案されている。
【０００３】
　この点で、例えば、特開２００８－６７８５８号公報（特許文献１）には、被測定者の
拍動の間隔と体温とに基づき、交換神経と副交感神経とのバランスを判定し、判定結果を
通知する方式が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－６７８５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　一方で、上記方式では、被測定者の体温を計測して、所定の閾値よりも低い場合に正常
状態ではない異常状態、すなわち望ましくない状態と判断して通知する方式を採用してい
るが、既に異常状態となって体温が低下しているため予防措置をとるのが遅くなるという
課題がある。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題を解決するためになされたものであって、簡易な方式で被
測定者の状態を早期に判断することが可能な生体情報測定装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のある局面に従う生体情報測定装置は、外気温度を検出する温度検出手段と、被
測定者の脈波を測定する脈波測定手段と、温度検出手段の検出結果と脈波測定手段の測定
結果とに基づいて被測定者の状態を判断する状態判断手段とを備え、状態判断手段は、温
度検出手段により外気温度が低下したことを検出した場合に被測定者の脈波強度の変化に
基づいて被測定者の異常状態を判断する。
【発明の効果】
【０００８】
　簡易な方式で被測定者の状態を早期に判断することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に基づく生体情報測定装置１の構成を説明する模式図である。
【図２】外気温度の変化と脈波強度との関係について説明する図である。
【図３】脈波の波形を説明する図である。
【図４】体温の変化を説明する図である。
【図５】本実施形態に基づく生体情報測定装置の制御方式を説明する図である。
【図６】本実施形態に基づく生体情報の測定処理を説明するフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中
同一または相当部分には同一符号を付してその説明は繰り返さない。
【００１１】
　＜外観構成＞
　図１は、本実施形態に基づく生体情報測定装置１の構成を説明する模式図である。
【００１２】
　図１を参照して、生体情報測定装置１は、外気温度測定部１２と、状態判断部１４と、
報知部１６と、生体情報（脈波）測定部１８とを含む。
【００１３】
　外気温度測定部１２は、一例として外気温度を測定することが可能な温度センサであり
、外気温度を測定する。
【００１４】
　生体情報測定部１８は、一例として光電センサ等を含み、生体情報（脈波）を測定する
。
【００１５】
　状態判断部１４は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）で構成され、図示しないメモ
リに格納されたプログラムを読み込むことにより各種の処理を実行する。本例においては
、状態判断部１４は、測定された外気温度および生体情報測定部１８で測定された生体情
報に基づいて被測定者の状態を判断する。
【００１６】
　報知部１６は、音声を出力するスピーカあるいは表示機能を有するディスプレイ等であ
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る。報知部１６は、状態判断部１４の判断結果に基づいて被測定者に報知する。
【００１７】
　なお、外気温度測定部１２、生体情報測定部１８および状態判断部１４は、それぞれ本
発明の「温度検出手段」、「脈波測定手段」および「状態判断手段」の一例である。また
、報知部１６は、本発明の「報知手段」の一例である。
【００１８】
　本例においては、生体情報測定部１８の光電センサに指や腕などを接触させることによ
り生体情報（脈波）を取得することが可能である。
【００１９】
　なお、本例においては、生体情報の一例として脈波を測定する場合について説明する。
　血液に含まれるヘモグロビンは、光を吸収する特性(吸光特性)があるため、光電センサ
からの光を照射した時の生体の反射光は、血流容量に伴い変化するヘモグロビン量に応じ
て変化するため、反射光を電気信号に変えることにより脈波を測定することが可能である
。
【００２０】
　光電センサにおける光の照射にはＬＥＤ等が用いられ、反射光の受光にはフォトダイオ
ードやフォトトランジスタ等が用いられる。フォトダイオードやフォトトランジスタは、
受光した光に応じて電流が流れる素子で、この電流を電圧に変換し、ＡＤコンバータで電
圧値をサンプリングして脈波波形を測定する。なお、特にＬＥＤに限られずレーザーを用
いた方式とすることも可能である。
【００２１】
　＜外気温度の変化と脈波強度について＞
　図２は、外気温度の変化と脈波強度との関係について説明する図である。
【００２２】
　図２（Ａ）を参照して、時間に従う外気温度の変化が示されている。
　縦軸は温度、横軸は、時間を示している。ここでは、一例として、時間に従って外気温
度が急速に低下する場合が示されている。
【００２３】
　図２（Ｂ）を参照して、図２（Ａ）に従う外気温度の変化に伴う脈波強度について説明
する図である。
【００２４】
　縦軸は、脈波強度、横軸は、時間を示している。
　ここで、特性線ＬＡ，ＬＢは、被測定者の異常状態および正常状態を示すものである。
【００２５】
　特性線ＬＡは、外気温度が急速に低下しているにも関わらず緩やかに脈波強度が低下す
る場合が示されている。
【００２６】
　特性線ＬＢは、外気温度が急速に低下しているのに伴い脈波強度も追従して低下する場
合が示されている。
【００２７】
　図３は、脈波の波形を説明する図である。
　図３（Ａ）は、脈波強度の高い特性線ＬＡの脈波の波形を示すものである。
【００２８】
　図３（Ｂ）は、脈波強度の低い特性線ＬＢの脈波の波形を示すものである。
　一般的に、図２（Ａ）に従う外気温度の変化があった場合、正常な被測定者の脈波強度
は、図２（Ｂ）の特性線ＬＢに示されるように急峻に弱くなる。波形は、図３（Ｂ）に示
されるものとなる。これにより、皮膚の血管が縮まって血流量が少なくなり、体内から熱
が逃げるのを防ぐことが可能になる。
【００２９】
　一方で、正常ではない被測定者の脈波強度は、図２（Ｂ）の特性線ＬＡに示されるよう
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にその反応が鈍く、緩やかに弱くなる。波形は、図３（Ａ）に示されるように強度が高い
状態を維持する。したがって、皮膚の血管に流れる血流量がほとんど変わらず、体内から
熱が奪われやすくなる。
【００３０】
　図４は、体温の変化を説明する図である。
　図４に示されるように、ここでは正常な被測定者の体温変化特性線ＬＢＰと、正常では
ない被測定者の体温変化特性線ＬＡＰとが示されている。
【００３１】
　縦軸は体温、横軸は時間を示している。
　時間ｔＡにおいては、体温変化特性線ＬＡＰ，ＬＢＰともに同じ体温の値を示している
。
【００３２】
　一方で、時間ｔＢにおいて、正常な被測定者の体温変化特性線ＬＢＰは一定の値を維持
するにも関わらず、正常でない被測定者の体温変化特性線ＬＡＰは時間とともに下降する
場合が示されている。
【００３３】
　したがって、外気温度の変化に伴って脈波強度が変化しない場合には、体内から熱が奪
われてしまい低体温症になる恐れがある。
【００３４】
　本実施形態においては、外気温度の変化に伴って低体温症になる可能性がある場合に異
常状態と判断して被測定者に警告（報知）する。これにより、体温が著しく低下して低体
温症になる前にその予防処置をとることができる。予防処置としては体温の低下を抑制す
るために暖を取ることが可能な場所に避難する等が挙げられる。あるいは保温効果の高い
衣服を身に付ける等が挙げられる。
【００３５】
　＜制御方式＞
　図５は、本実施形態に基づく生体情報測定装置の制御方式を説明する図である。
【００３６】
　本実施の形態における生体情報測定装置は、温度変化を測定して、測定結果が所定条件
か否かを判断する。所定条件の場合には、脈波強度の変化を測定する。そして、脈波強度
の変化が所定範囲か否かを判断し、所定範囲であれば異常状態であると判断し、所定範囲
外であれば正常状態と判断する。
【００３７】
　図５（Ａ）は、外気温度の温度変化を測定して所定条件か否かを判断する場合を説明す
る図である。
【００３８】
　図５（Ａ）に示されるように、本例においては、所定条件として、たとえば、時間ｔＡ
からｔＢまでの測定周期時間Ｐに基準温度範囲Ｃの範囲内の温度変化か否かを判断する。
ここでは、屋内の測定地点Ａから屋外の測定地点Ｂに移動した場合に温度Ｃ１から温度Ｃ
２に変化した場合が示されている。
【００３９】
　本例においては、温度Ｃ１から温度Ｃ２への変化は、基準温度範囲Ｃの範囲を超える変
化である場合が示されている。
【００４０】
　図５（Ｂ）は、脈波強度の変化を測定して所定範囲内か否かを判断する場合を説明する
図である。
【００４１】
　図５（Ｂ）に示されるように、本例においては、所定範囲内として、たとえば、時間ｔ
Ａから時間ｔＢまでの間に警告脈波範囲Ｄの範囲内の変化か否かを判断する。ここでは、
時間ｔＡから時間ｔＢまでの間に、特性線ＬＡは、警告脈波範囲Ｄの範囲内である場合が
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示されている。
【００４２】
　一方で、特性線ＬＢは、警告脈波範囲Ｄの範囲外である場合が示されている。
　これにより、時間ｔＡの温度Ｃ１から時間ｔＢの温度Ｃ２への基準温度範囲Ｃの範囲を
超える変化があった場合に、脈波変化を測定して警告脈波範囲Ｄを超えるか否かを判断す
る。警告脈波範囲Ｄを超えると判断した場合には、正常状態と判断する。一方、警告脈波
範囲Ｄを超えないと判断した場合には、異常状態と判断する。
【００４３】
　＜処理手順＞
　図６は、本実施形態に基づく生体情報の測定処理を説明するフロー図である。
【００４４】
　図６を参照して、外気温度測定部１２は、外気温度を検出する（ステップＳ０）。
　次に、生体情報測定部１８は、脈波を測定する（ステップＳ１）。
【００４５】
　次に、測定周期時間Ｐが経過したかどうかを判断する（ステップＳ２）。状態判断部１
４は、図示しないタイマを用いて測定周期時間Ｐが経過したか否かを判断する。
【００４６】
　ステップＳ２において、状態判断部１４は、測定周期時間Ｐが経過したと判断した場合
（ステップＳ２においてＹＥＳ）には、外気温度が測定周期時間Ｐの時間内において、基
準温度範囲Ｃ以上に温度変化したかどうかを判断する（ステップＳ３）。
【００４７】
　ステップＳ３において、状態判断部１４は、外気温度が測定周期時間Ｐの時間内におい
て、基準温度範囲Ｃ以上に温度変化したと判断した場合（ステップＳ３においてＹＥＳ）
には、脈波強度の変化が警告脈波範囲Ｄ内であるか否かを判断する（ステップＳ４）。
【００４８】
　ステップＳ４において、状態判断部１４は、脈波強度の変化が警告脈波範囲Ｄ内である
と判断した場合（ステップＳ４においてＹＥＳ）には、警告を報知する（ステップＳ５）
。具体的には、状態判断部１４の指示に従って報知部１６が報知する。報知内容としては
、アラーム音を出力して警告を報知することが可能である。あるいは、ディスプレイに警
告情報を表示して報知するようにしても良い。あるいは、暖かい場所に移動するように促
したり、衣類をさらに着るように促したり、予防処置となり得るどのような報知内容であ
っても良い。
【００４９】
　そして、処理を終了する（エンド）。
　一方、ステップＳ２において、状態判断部１４は、測定周期時間Ｐが経過していないと
判断した場合（ステップＳ２においてＮＯ）には、再びステップＳ０に戻り、検出あるい
は測定処理を継続する。
【００５０】
　ステップＳ３において、状態判断部１４は、外気温度が測定周期時間Ｐの時間内におい
て、基準温度範囲Ｃ以上の温度変化が無いと判断した場合（ステップＳ３においてＮＯ）
には、ステップＳ０に戻る。
【００５１】
　また、ステップＳ４において、状態判断部１４は、脈波強度の変化が警告脈波範囲Ｄ内
で無いと判断した場合（ステップＳ４においてＮＯ）には、ステップＳ０に戻る。
【００５２】
　上記処理により、外気温度が基準温度変化範囲以上に低下したことを検出した場合に、
被測定者の脈波強度の変化に基づいて被測定者の異常状態を判断するため、簡易な方式で
被測定者の状態を早期に判断することが可能である。
【００５３】
　［その他の実施の形態］
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　なお、コンピュータを機能させて、上述のフローチャートで説明したような制御を実行
させるプログラムを提供することもできる。プログラムは、コンピュータのオペレーティ
ングシステム（ＯＳ）の一部として提供されるプログラムモジュールのうち、必要なモジ
ュールを所定の配列で所定のタイミングで呼出して処理を実行させるものでもよい。
【００５４】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した説明ではなく、特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【００５５】
　１　生体情報測定装置、１２　外気温度測定部、１４　状態判断部、１６　報知部、１
８　生体情報測定部。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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